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論文内容の要旨

近年化学工業の発達にともない，高圧下の気液平衡に関する研究はより一層重要なものとなってき

た。しかしながら沸点差の大きい 2 成分系の研究は，測定上の困難さも手伝って実測データは少なく，

また熱力学的な解析もほとんどおこなわれていない現状である。

本論文は，こうした沸点差の大きい 2 成分系の高圧気液平衡に関する研究をまとめたもので本文 8

章からなっている。

第 1 章では，高圧気液平衡に関する既往の研究概要を述べ，本研究の目的，意義を明らかにしたO

第 2 章では，高圧気液平衡における気液の非理想性を表現する補助関数についてのべた。

第 3 章から第 5 章までは炭酸ガスを溶質成分，第 6 章ではエタンを溶質成分とし，メタノール等の

6 種を溶媒成分とした沸点差の夫きい 12の 2 成分系の高圧気液平衡関係の実測結果を示した。同時に

これらの系では気相がほとんど溶質ガスであるということに着目し，気相の溶質成分にのみルイス則

を仮定し，液相の活量係数，気相のフガシチー係数を決定した。

第 7 章では，高圧下でのみ生じるであろうと考えられる興味ある現象に対して熱力学的な手法を用

いて検討した。この結果，臨界温度以下であっても特殊な条件のもとでは 3 重露点が出現することを

確認した。

第 8 章では，低圧での気体の溶解度を実測し，半経験的な活量係数式およびピリアル式を導入する

ことにより，これらの系の高圧気液平衡関係を再現し得る簡単な推算方法を提出した。
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論文の審査結果の要旨

本論文は，沸点差の大きい 2 成分系の高圧下における気液平衡について行なった研究結果をまとめ

たものである。

著者は軽沸成分に炭酸ガスおよびエタンを 高沸成分にはメタノールなど 6 種の有機液体をえらん

で高圧下の 2 成分系気液平衡を実測し，沸点差が大きいことを利用して気相，液相の非理想性を計算

した。その結果から高圧下における気液平衡と低圧下でのガス溶解度との関係を明らかにするととも

に，高圧下での気液平衡の推算方法を提出したo また低沸成分の臨界温度より僅かに低い温度で出現

することのある三重露点の現象を半理論的に説明することにも成功した。

これらの研究成果は高圧下の気液平衡に関して多くの新らしい知見を与えており，相平衡の分野に

おいて寄与するところが少なくない。よって本論文は博士論文の価値あるものと認める。
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